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鈎

生

先

時

品
開
設
澱
博
士
ノ
長
男
ト
v
v
v
J
一
三
下
谷
紙
拘
能
町

一
日
誕
島

帝
同
開
大

mm文
科
大
制
中
古
典
科
部
帯
部
へ
入
感

七
月
十
'
日
阿
部
卒
業

十
月
一
日
私
立
背
筋
館
一
一
於
テ
文
那
折
口
単
品
/
教
授
λ

年
五
月
一
日
支
那
朕
史
ノ
教
投
品
ノ
制
明
記
ス
ハ
東
山
県
山
川
一
等
常
市
構

校
V

同
サ
七
年
一
月
十
日
漢
文
ノ
授
業
チ
嚇
託
ス
ハ
第
一
高
等
中
mm
校
〉

何
年
九
月
廿
二
日
経
第
一
一
高
等
勝
校
教
授
銭
高
等
官
七
等
ハ
内
問
問
υ

同
年
十
月
一
一
一
十
日
投
総
七
校
〈
宮
内
省
〉

同
サ
九
年
十
一
一
月
サ
六
日
除
銭
高
等
官
六
等
ハ
内
問
〉

同
一
一
一
十
年
一
心
月
一
日
銃
五
七
位
ハ
宮
内
省
〉

関
~
品
川
一
一
一
一
年
人
見
七
日
除
銭
高
等
官
五
等
ハ
内
閣
〉

問
一
年
九
月
背
九
日
女
官
分
限
令
第
十
一
線
第
二
川
河
第
一
間
毅
一
一
位
事
件

職
チ
命
ス
ハ
文
部
省
〉

海
一
年
滞
日
投
紘
一
ハ
位
ハ
宮
内
省
)

一
潟
官
五
年
一
時

unT蕊
日
筏
磯
チ
命
ス
ハ
文
部
省
〉

~
一
常
七
島
小
土
持
月
九
銭
陸
絞
高
等
官
同
等
ハ
内
閣
一
)

先
日
以
七
日
設
五
六
一
校
〈
宮
内
容
〉

一
一
~
一
教
員
検
定
委
員
合
臨
時
委
員
数
仰
品
mme持
関

V
一一

一
教
員
総
定
奏
会
一
合
臨
海
禁
日
芯

一九一約一節、
ν
一一一三一一一一一一一一二一二
J

略

麗明治
山
間
十
年
六
月
サ
一
一
時
数
民
投
党
委
員
脅
臨
時
勢
英
被
仰
付
ハ
内
問
一
〉

間
関
十
一
年
蕊
月
二
日
間
叙
高
等
官
一
一
一
勢
ハ
向
〉

同
年
六
月
サ
一
一
一
日
数
民
一
検
定
委
員
脅
臨
時
委
員
被
仰
付
ハ
問
〉

向
年
九
月
十
日
叙
位
五
枚
ハ
・
府
内
内
省
〉

同
年
十
二
月
サ
五
日
叙
勲
六
即
時
投
滞
努
意
ハ
賞
動
防
〉

時
間
十
一
一
年
六
月
サ
一
日
教
員
検
定
委
員
一
臨
時
委
員
被
仰
付
ハ
内
閣
〉

大
正
一
一
年
六
月
十
八
日
殺
効
五
都
授
瑞
賛
事
ハ
党
機
路
一
v

同
年
十
月
十
日
伎
一
忠
誠
校
ハ
符
内
省
〉

間
四
年
十
一
月
十
日
大
概
記
念
察
投
興
ハ
賞
勃
同
〕

同
七
年
十
一
月
二
十
日
銭
従
問
校
ハ
宮
内
省
)

同
八
年
七
月
サ
九
日
殺
動
開
館
サ
一
授
瑞
賛
意

ハ
究
諮
問
〉

問
一
九
年
五
月
品
川
一
日
第
四
究
開
明
制
作
主
任
テ
命
ス
ハ
第
一
点
阿
佐
サ
接
続
u

何
年
六
月
一
日
数
民
投
定
委
員
合
臨
時
委
員
被
抑
付
ハ
内
問
一
v

間
十
年
七
月
一
自
動
任
官
チ
以
テ
待
遇
セ
一
フ
タ
ハ
内
閣
〉

関
!
?
…
年
四
月
一
白
木
J

務
教
税
務
部
品
ノ
掲
託
十
九
ハ
来
京
商
科
大
愚

υ

同
年
先
月
八
詩
文
部
省
競
務
委
員
チ
懸
託
ス
ハ
文
部
省
》

持
ナ
ニ
年
十
二
月
十
日
漢
文
敬
授
婆
路
樹
州
議
委
員
チ
m
明
記
ス
ハ
第
一
高

、
等
製
校
〉
一
二
一
一

関
十
一
一
一
年
お

β
十
九
日
敬
一
英
検
定
義
賞
脅
臨
時
委
員
被
仰
付
ハ
内
観
)

、
問
年
一
九
見
守
一
ム
一
意
二
一
一
一
一
一
持
γ

九一詞
V
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大
班
十
同
年
一
九
月
九
段
段
銭
高
等
官
二
等
内
内
磁
υ

同
年
九
月
廿
ん
日
教
員
検
定
委
員
合
臨
時
委
員
被
仰
一
付
ハ
向
V

何
年
十
一
月
す
五
詰
殺
勃
一
一
一
等
技
埼
受
章

間
十
五
年
三
月
サ
同
日
教
員
検
定
委
員
令
臨
時
委
員
合
被
抑
付
ハ
内
閣
)

同
年
六
月
十
五
日
伎
一
比
例
位
ハ
宵
内
省
〉

同

年

九

片

十

六

日

教

員

級

定

委

民

A
W
H

臨
時
要
員
被
仰
付
ハ
内
閣
〉

昭
和
一
一
年
九
月
十
二
日
教
員
検
定
委
員
令
臨
時
委
員
披
仰
付
ハ
内
閣
〉

同
一
一
一
年
九
月
十
五
日
教
員
検
定
委
員
令
臨
時
委
員
被
仰
付
ハ
内
問
)

同
年
十
一
月
十
日
多
年
教
育
コ
従
事
ジ
職
務
其
職
口
議
日
γ
功
諮
問
問
著

+ノ

9
約
テ
大
鰐
叶
ア
行
戸
、
市
山
一
ツ
山
y

、
一
一
方

q
之
チ
表

彰
λ

(

文
部
省
)

同
年
同
月
一
日
任
東
京
文
矧
科
大
開
中
教
授
殺
高
等
官
…
…
等
ハ
内
閣
〕

問
年
同
月
一
自
殺
住
東
京
高
等
師
範
棋
校
教
授
銭
高
等
官
一
一
一
等

ハ
内
閣
〉

年
六
月
…
日
第
一
高
等
部
'
校
名
勝
教
授
ノ
名
税
チ
授
グ
ハ
同
〉

年
九
月
十
日
数
日
比
級
定
委
員
A
M
M

臨
時
委
員
被
仰
付
、
問
〉

年

七

月

-
T
V一
日
向
銭
高
等
官
一
一
等
ハ
同
〉

年
九
九
一
日
数
民
検
定
委
員
合
臨
時
委
員
被
仰
付
ハ
同
〉

六
年
間
月
サ
八
日
中
恭
氏
凶
及
惑
緑
凶
へ
山
山
間
以
チ
命
λ

パ
文
部
省
〉

年
七
月
一
日
伎
一
従
一
一
一
枚
穴
内
宥
〉

年
七
月
サ
一
一
一
日
強
行
中
ノ
ト
づ
ロ
蹄
斡

年
入
月
甘
ん
日
教
員
検
定
委
員
合
臨
時
番
目
2

被
仰
付
ハ
内
問
〉

七
年
一
一
一
月
一
一
一
日
依
閥
免
本
官
就
崎
県
官
ハ
栂
J

問問オ
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五
一
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一
位
特
設
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ノ
説
テ
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一
一
殺
被
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宮
内
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昭
和
六
年
度
本
車
講
師
チ
鳴
託
λ

(

東
京
文
理
科
大

祭
〉

一
一
一
月
好
一
日
昭
利
七
年
度
本
開
中
講
師
チ
畷
詑
ス
ハ
同
」

一
一
一
月
品
川
一
日
昭
和
七
年
度
本
一
校
講
師
チ
磁
詑
λ

(

東
京
高
等
制

銭
感
校
〉

年

八

月

二

十

uu

教
員
検
定
委
員
令
臨
時
委
員
被
抑
付
ハ
内
閣
〉

八
年
一
一
一
月
叶
一
日
昭
和
八
年
段
本
山
市
議
部
千
鶴
託
ス
ハ
東
京
文
掛
け
一
朴

大
山
明
〉

年
向
日
昭
和
八
年
度
本
校
講
師
テ
潟
託
λ

ハ
来
京
高
等
師
範
川
市
校
〉

年

九

月

間

自

殺

M
H
検
定
委
員
合
臨
時
委
員
被
仰
付
ハ
内
閣
h

九
年
三
月
叶
一
日
昭
和
九
年
度
本
山
中
講
師
功
ノ
栂
託
λ

ハ
東
京
文
規
科

大
事
〉

年
三
月
品
川
一
一

u
昭
和
九
年
度
本
校
講
削
チ
鴻
託
λ

ハ
東
京
高
等
附

続
準
校
)

年
九
月
十
三
日
数
民
検
定
委
員
合
臨
時
一
委
口
被
仰
付
パ
内
問
〉

年
一
一
一
月
品
川
)
日
昭
和
十
年
度
定
事
講
師
品
ノ
賜
託
ス
ハ
東
京
丈
内
科

大
胆
午
〉

年

九

九

五

日

数

民

検

定

委

員
A
W
H

臨
時
委
員
殺
仰
付
ハ
内
紛
v

十
一
…
年
十
…
…
月
十
一
一
一
日
投
旭
川
口
巾
綬
窓
ハ
究
効
円
ヴ

年

同

月

間

日

議

去

年年

問問

年年
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追

悼

擁

護

対

の

鮮

稜
堂
島
問
先
生
の
発
去
は
我
、
が
漢
文
問
中
合
に
収
っ
て
役
ふ
可
ら
ざ
る
損
失
で
ゐ
る
ο

昭
和
四
年
東
京
文
眼
科
大
阜
の
開
設
せ
ら
る
る
や
‘
先
生
は
最
一
初
の
漢
文
卒
科
殺
授
と

し
て
来
任
せ
ら
れ
た
。

淑
乎
た
る
立
〈
の
徳
容
と
深
遠
な
る
其
の
設
詣
と
‘
世
は
皆
其
の

人
を
待
た
る
を
喜
ん
だ
。

創

業

の

難

き

は

多

く

応

外

の

者

の

窺

ひ

知

り

狩

る

所

で

は

，ahF

、。

J
I《

'L司

然

か

も

先

生

の

事

と

徳

と

は

不

の
間
に
立
〈
の
凶
難
を
打
開
せ
ら
れ
た
。

予J1j

来
教
授
と
し
て
一
一
一
年
講
師
と
し
て
数
年
、
或
は
御
退
職
の
後
に
於
て
き
へ
も
.
終
始
一
貫

的
学
生
の
指
導
と
謬
合
の
設
反
と
に
寄
蹴
〈
せ
ら
れ
た
。

我

か

漢

文
mm十
合
が
兎
も
角
も
今

日
の
業
競
を
得
一
る
に
至
っ
た
こ
と
は
備
に
先
生
の
賜
で
ゐ
る
。
程
健
'
中
正
な
る
見
識

の
下
に
孫
一
く
癒
し
内
に
認
み
正
〈
の
事
ぷ
所
を
以
て
僑
舜
の
交
と
免
さ
ん
と
す
る
の
は

先
生
の
悪
風
で
あ
っ
た
。
期
の
志
を
縫
ぎ
斯
の
業
を
ポ
く
る
は
後
総
一
者
た
る
我
が
向
学

舎

一

営

然

の

責

務

で

な

け

れ

ば

な

ら

必

。

先

生

の

菟

去

に

お

し

度

ん

で

哀

悼

の

伐

を

設

す
己
主
共
一
に
耕
一
せ
て
一
一
挙
舎
の
決
意
を
題
抗
り
た
い
と
忍
ふ
。
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